
集団性の違い

同じ目的を持ち、同じアクティビティ

を行う集団

複数のぼっちが同一空間にいる

見かけ上の集団

『ぼっちーず』 帰属集団

遭遇する 『ぼっちーず』

ひとり空間と集団空間が互いに干渉し合うことによって、利用者が別の空間や活動に興

味を持つ。そうすることによって、集団から出てきた『ぼっち』や外部から入った『ぼっち』

が他の集団や他の『ぼっち』と遭遇することで新たな集団や活動を育む場を作ることを
目的とする。

集団A

集団 B

集団 D

集団 C

集団 E

『ぼっちーず』

新集団 A

新集団 B

新集団 D
新集団 C

新集団 E

ぼっち a

ぼっち b
ぼっち c

ぼっち d

ぼっち e

ぼっち f

ひとり空間にいる人が別のひとり空間
に興味を持ち転々と移動することで、
偶発的に集団に参画し、新たなコミュ
ニティや新たな活動の発展を促進する
ことが出来る。

ひとり空間からひとり空間へ

遭遇するぼっちーず

■問題点 1
新しく出来た町
海によって隔絶された人工島

■問題点２
アンケート調査

未発達な地域コミュニティ

・バスの待ち時間はコンビニで時間を潰し
　ていた
・遊ぶところがなく、いろいろな場所を　
　転々としていた

etc...

個人の居場所の不足

新しいコミュニティはあるが地域に根付く

に至っていないこの町では住民同士の交流

が盛んではない。

照葉中学校の卒業生にお気に入りの場所に

ついてのアンケートを取ったところ多くの

人が回答に困る結果となった。多くの人が

公園か自宅内で活動が完結していた。

地域コミュニティ

居場所となる地域コミュニティ

個人の居場所になりつつも、住民との交

流ができる場が必要とされている。

対象敷地の問題点ｰ福岡市東区香椎照葉アイランドシティｰ

本制作における 『ぼっち』 とは

社会学者の南後由和は著書「ひとり空間の都市論」において “孤立” が客観的な状態で

あるのに対し、“孤独” は主観的状態と説明されている。孤独は他人との関係によって生

じるものであり、否定的にも肯定的にも捉えられることがあると述べられている。本設

計では孤独を好む個人を肯定的に捉え『ぼっち』と定義する。

ワンルームマンション テーブル席 ( 会話中 )カウンター テーブル席 ( 非会話時 )

『ぼっち』

食事時における 『ぼっち』 の例
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町にあるパブリック空間は、ワークショップや○○教室などグループで
の活動の受け皿として機能しており、ひとりでふらっと立ち寄り時間を
過ごせたり、活動している人たちをひとり眺めて楽しんだりする空間の
余白に欠けている。そのため、町の公民館のような施設に、ランドリー
やガーデニング、日曜大工など日常的な行為ができる空間を併設する。
その上で、ひとりでふらっと立ち寄り、ランドリーする人たちや集団で
活動する人たちを、眺めたり、楽しんだりできる、おひとりさまの空間
（ぼっちのための空間）を、点在させ、それらが、日常的に遭遇するコミュ
ニティのあり方を、提案する

集団には他者からみた見かけ上の集団と自身ら
からみた帰属集団があり、前者は一定の空間内
にいることによって後者と違って個人同士の認
識がなくとも集団に見える。これをぼっちーず
の状態であると言う。



ひとり空間B

ひとり空間 A

集団空間 A

集団空間B

ひとり空間B

ひとり空間 A

集団空間

集団空間 A
集団空間B 集団空間 B

ひとり空間

集団空間 A

大きな区画を同士を重ねながら配置しすることで、大小様々な領域ができ、緩や

かに大空間と小空間が連続することになる。大空間には日曜大工の作業場やカ

フェといった空間になりその間がひとり空間になる。

a 集団空間 × 集団空間

ひとり空間を集団空間に連続させ、なおかつそれぞれの空間が干渉し合うように

設置する。そうすることでそれぞれのひとり空間にいる人に他のひとり空間にい

る人の存在がほのかに感じ取れる空間を作り出すことが出来、個を集団化するこ

とが出来る。

b 集団空間 on ひとり空間 c 集団空間 in ひとり空間

並べられたボックスに対し、壁を垂

直方向に抜くことで、ボックスの角
に居場所を作ることが出来る。

不規則に並べられたボックスによっ

て生まれた余白の空間に曲面が沿う

ことで、空間の境界を曖昧にし、空
間同士を緩やかにつなげる。

空間連結としての曲線垂直方向に壁を抜く 動線誘導としての曲線水平方向に壁を抜く

動線の随所に曲面を用いることで、

建物内外に人を導き、流動的に人を
巡らせることを可能にする。

並べられたボックスに対し、壁を水

平方向に抜くことで、ボックスの辺
に居場所を作ることが出来る。

バス停

バス停利用者

日曜大工利用者

洗濯をしに

ギャラリーへ

マンション

マンション

公
園
・
住
宅
地

バス停

カフェから

日曜大工空間から

ギャラリー・創作空間の中に

『➀集団空間の配置』

主要道路から入れるように配置

『日曜大工』

公園に接するように配置

『創作空間』

『ギャラリー』

バス停から入れるように配置

『カフェ』

マンション住民からアク

セスしやすい様に配置

『コインランドリー』

集団空間×集団空間

『➁ひとり空間の配置』

大空間に連なるように配置

大空間の中に配置

ひとり空間 on 集団空間

ひとり空間 in 集団空間

バス停

マンションへ

マンションへ

公園・住宅街へ

『③住民の主な動線による曲面の配置』

ボックスがはみ出るように配置

ボックスを包むように配置

ボックスに入り込むように配置

活動と機能の配置－遭遇するぼっちーずの一例－

まちで想定される活動を基に機能を配置する。それぞれのひとり空間が他のひ

とり空間や集団空間に干渉し、ぼっちが多種多様な空間に行き来することで今

までの集団とは違うぼっちーずを含めた未知集団が形成され、新たなコミュニ
ティが形成される。

未知集団

未知集団

未知集団

未知集団

未知集団

0 1 3 5 10 [m]20

ひとり空間からひとり空間へ

空間配置のプロセス

未知集団ぼっち 帰属集団

Diagram
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集団空間の中にひとり空間を入れた入れ子の建物をいくつか配置し、1 階では

集団とひとり空間の距離を近づけることでひとりと集団を行き来しやすくす

る。逆に2階のひとり空間は行き来しにくいが、吹き抜けを通して空間を共有し、

ひとりと集団を緩やかに繋ぐ。

集団活動個人活動

ランニング 食事

創作活動

勉強

自主練習

コインランドリー 日曜大工

遊ぶガーデニング読書

バス待ち

作品鑑賞

Main Main Main

Sub Sub Sub Sub

家族 A 家族 B

家族 A 家族D
地域コミュニティ

ガーデニングをしに…自主練習をしに…

勉強をしに… 遊びに…



創作空間

休憩空間

ギャラリー

ギャラリー

坪庭

ギャラリー

ギャラリー
倉庫

休憩空間

ギャラリー

コミュニティ
スペース

ギャラリー

創作空間
坪庭ホール

座った状態では視線は
通らないが存在を感じ
ることは出来る 休憩しながら空を仰ぎ見ることが出来る

坪庭を挟んで向かいのギャラリー
をみることが出来る

[m]0 1 3 5 10 [m] 1/200　AｰA`断面図 1/200　B-B`断面図0 1 3 5 10

⑤日曜大工の作業場

③ホールで映画鑑賞

④休憩空間から見えるひとり作業空間 ⑦1階ホールから暗がりのギャラリーを望む⑥重なり合うひとり空間と日曜大工の作業場

①重なり合うひとり空間とギャラリー

②重なり合うひとり空間と創作空間

1Floor Plan
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ひとり空間

集団空間

バス停

C

C｀

A

A`

B

B｀

(GL-900mm)

照葉の森公園

1  　カフェ
2  　ひとり作業空間
3  　休憩空間
4  　工具置き場
5  　日曜大工
6  　ガーデニング

7  　ブックスペース
8  　コインランドリー
9  　ギャラリー
10　創作空間
11　ホール
12　倉庫

ガーデニングしているところに参加したり、休憩で本を読んだりと多
様な関係が生まれる場

他の空間が干渉し、ひとりでありながらも他の人の存在を感じることができ
るカフェのカウンター飲食空間

いつでも日曜大工などの工具を使うことができる半屋外空間

(GL+750mm)

(GL+300mm)

(GL-150mm)

(GL-450mm)

(GL-750mm)

(GL-1050mm) (GL-900mm)

(GL-750mm)

(GL-900mm)

(GL-900mm) (GL-1200mm)

1 

2 

3 

6 

7 8 

9 

10 

11 4 

5 

12 

12 

0 1 3 5 10 [m]20

1/300　一階平面図
マンションから子供たちが遊んでいるところを見守ることができる

イベントがあったときに外部空間と連
結することが出来、内外を使った活動
をすることが出来る

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦



カフェ ひとり作業空間
休憩空間 工具置き 日曜大工

1/200　C-C`断面図0 1 3 5 10[m]

バスの待ち時間をベンチでゆっくり過ごすことができる

⑥2階ブックスペースからガーデニングを見下ろす

②2階窓から照葉の森公園を望む

③2階コミュニティスペース

①創作空間

④2階のひとり空間から1階の創作空間を感じる ⑦坪庭を介して1階ギャラリー空間を望む
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2Floor Plan A

A`

B

B｀

1/300　二階平面図

1　ブックスペース
2　休憩空間
3　コミュニティスペース

1 

2 

2 

2 

2 

3

二階からコミュニティガーデンを望
みながら本を読める空間

動線空間に点在するひとり空間は動線を行き
来する人の存在を感じながら自身の活動を楽
しむことが出来る。

照葉の森公園へ

0 1 3 5 10 [m]20

C

C｀

⑤2階から1階ギャラリーを望む

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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外のベンチから創作空間を望む

内部のひとり空間と外部のひとり空間が開口によって繋がり、ぼっちーずを形成する。内外の関係性を高めることによっ
て建物中に誘導し、人の動きを生み出す。これによってコンセプトの一つであるぼっちを様々なひとり空間に誘導するこ
とにも繋がっており、よりぼっち同士を遭遇させやすくなっている。

渡り廊下にできたひとり空間

Architectual m
odel

カフェ空間へと引き込む半地下空間

日曜大工空間の内外のひとり空間

中の日曜大工空間から広場を望む

全体俯瞰写真

1/200　南立面図
0 1 3 5 10 [m]20

ギャラリー創作空間一階創作空間

ホール空間


